
 

 

 

     平成 30年 10月 26日(報告 Nancy 中山) 

今日も楽しくリンダさんと英語で遊びました。 

Nancy のワンポイント英会話⑲ ～バズる～ 

Mr. monkey の友達、蜂が飛ぶ時の羽音について。日本は“ブンブン”と言いますが、英語では“Buzz”。発音

はズゥーというイメージで読みます。意味は蜂がブンブンと飛ぶ、一か所でざわざわするといった意味がありま

す。耳障りな程耳にするとか、噂話でざわざわするということから、口コミや話題という意味で使用されるよう

になりました。今よく耳にする「バズる」(buzztter)は SNS で流行る話題の事を指すようです。蜂の羽音のよ

うにどんどんと拡散される様子が伝わりますね。 

ちなみに、twitter の由来は tweet から。tweet は「鳥がさえずる」という意味です。なるほど、twitter のマ

ークは小鳥ですものね。納得です。 

ぶどう組 めろん組 習った言葉や補足 

挨拶や天気 
Hello Song 1.2.3 rainbow(虹)を表現するのは、お日様が笑顔でいる時 

The sun is shining today と歌いました。 

Mr.Monkey とお友達 お友達の Spider と蜂の bee を連れてきたリンダさん。 

Halloween song みんなで振り付きで踊りました。 

チャンツ 

ぶどう組はめろん組より少し長いチャンツです。 

リズムに乗って一緒に楽しみました。その後、英会話をしてみました。 

挨拶、年齢を尋ねる、謝る、シールを貸してと人にものを頼む。(ぶどう組) 

挨拶、Hi! → Bye! 名前を聞く What’s your name?→My name is ○○, 

Thank you → Your welcome!(めろん組) 

めろん組はオウム返しになってしまいましたが、勇気を出して手を挙げて 

リンダさんのリードで聞き真似しながら発表できました。Good job! 

絵本 Spooky-old tree みんな恐る恐るでしたが目を凝らして見ていました。 

  

こわごわ絵本に見入るめろん組 Jack-Ｏ’-lantern!! 

ぶどう組  

アルファベットチャンツ 

アルファベットチャンツの K と L 

K は“C”と同じ音。口の奥から、息だけ出して“K” 

kite(凧) key(鍵) koala(コアラ) 

L は舌先を上の歯茎にしっかりつけて、そのまま声を出して L 

Lemon(レモン) lion(ライオン) lollipop(ペロペロキャンディ)レモンの発

音はレムンと意識して発音すると良いようです。そしてライオンはライゥ

ンという感じ。カタカナで書くと日本語英語になってしまい難しいです。 

めろん組 
はじめてのえいごシリーズ

The WIGGLE BOOK 

 

久しぶりに wiggle, wiggle(くねくね)と Things  in a Room(部屋の中

のもの)をしました。体を動かした後は、部屋の中のもの No.19 でやっ

たのですが、英語を聞いて、それを指さしてみました。 

英語を聞いてその物を当てるのはなかなか難しいですね笑 合っていたの

は最初の 1.2個だけでしたが、勇気を出して前にできることが大事だと思

います!! みんな恥ずかしがらずに前に出て発表しよう! 
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  随時アップしています。 
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